
クリーンスター M I N I

抗菌衛生おしぼり機

★ おしぼり機本体は水平な場所に設置して下さい。傾いた状態で使用すると水漏れします。

★ 電源をタコ足配線で繋ぐのはお止め下さい。

★ 高温になる所や水、埃、油煙の多い所への設置は故障の原因となりますのでお止め下さい。

★ 異常があった場合は直ちに電源を切りコンセントを抜いて使用を中止し､販売店までご連絡下さい。

★ 製品の分解・改造は故障の原因となりますので絶対にしないで下さい。

★ 製品に対してシンナーやベンジン等の溶剤を使用しないで下さい。

★ 本体を移設する時は内部の水を全て排出してから移動して下さい。

ご
使
用
上
の
注
意
事
項

「タオル押さえ」を
　少し持ち上げる

シワが無くピンと

張った状態にする

タオル押さえ

①ロールタオルに「タオルホルダー」を

　差し入れてから、本体に入れます。

②「タオル押さえ」を少し持ち上げ、隙間に

　ロールタオルの先端をセットします。

※「シワの無いように」「斜めにならないように」

ロールタオルのセット

タオルホルダー
（タオルホルダーを紛失しない様にして下さい）

※透明のタオル押えに軽くはさむ
のライン位まで

※正しくセットされないとタオル詰まりの原因となります

※最初の１本は、短く排出される事があります

水タンクを取り出し、キャップを取って

先に「抗菌液ニュークリーンスター」を

約30ml  入れ、次に清潔な水道水を入れます。

抗菌水のセット

水タンクの出し入れの際、ロールタオルに水滴が

つかない様にして下さい。ロールタオルが湿ると

タオル詰まりやカット不良の原因となります。

※水道水を勢いよく入れると
　泡立ちますので静かに注ぎ入れて下さい。

※ふた内にはパッキンが付いています。
　ふたの開閉時にとれて無くさないように
　気をつけて下さい。

③ キャップを
しっかり閉めて
本体にセットする

水道水②
（静かに入れる）

計量カップで
約30ml計ります

『ニュークリーンスター』
抗菌液①

 このライン
（満杯）まで
で約1.2L

「スタート/ストップ」ボタンを押す……設定した枚数のおしぼりが排出されます

※複数枚設定した際､途中で停止したい場合や１枚にもどしたい場合は、おしぼりが出ている途中で

もう一度「スタート/ストップ」ボタンを押すと、排出が中止され１枚設定になります。

おしぼりを作る

・「枚数」ボタンを押す……設定した枚数のおしぼりが排出されます（１～99枚まで設定可能）

・複数枚を１枚にもどす場合……排出されている時に「スタート/ストップ」ボタンを押す

【注意】多数の枚数設定した際は「受皿」からあふれる場合があります。目をはなさずに適宜
　　　　おしぼりを取ってください（安全センサーに触れると途中でとまる場合があります）

枚数設定

お問い合わせ・消耗品の御注文・故障時の連絡先 TEL  ０６－６７１４－１５６８㈹ビイウエイク株式会社

本体内部の「ロック」ボタンを押す……前面パネルに「鍵」マークが表示されます

※「スタート」ボタン以外のボタン機能をロック（固定）します。　

※前面パネルに『鍵』マークが表示されます。押す毎にON／OFFが
　切り替わります。

※枚数、水量、長さの各ボタンは押すと簡単に設定変更ができる為、
　安易に設定変更がされないようにできます。

ロック機能（各設定を固定（ロック）できます）

ロックボタン

（緑のボタン）

「水量」ボタンを押す　1～6

１（最小）～６（最大）

水量設定（６段階）

※お好みの湿り加減（水量）に調整してください。

「長さ」ボタンを押す　１～５

※多少の誤差あります

１→ 約18㎝　　２→ 約21㎝　　３→ 約24㎝

４→ 約27㎝　　５→ 約30㎝

長さ設定（５段階）

※ロールタオルをセット後最初の１本は短く排出されます

（赤のボタン）
※長押し
してください

都度累計排出枚数クリアボタンおしぼりの累計排出枚数を表示

※累計枚数管理等に役立ちます。　

総累計排出枚数表示都度累計排出枚数表示
（適宜クリア可能） （クリア不可）

排出枚数表示機能

前面パネル

水量設定表示長さ設定表示

電源ＯＮ/ＯＦＦボタン

スタート/ストップ ボタン

枚数設定表示

常温/暖か切替ボタン水量調整ボタン

枚数設定ボタン長さ調整ボタン

ロック機能ＯＮ時点灯

都度排出枚数表示 総排出枚数表示

①背面にある「電源プラグ差込口」
　に配線コードをつなぎ、
　コンセントから電源をとる。

②前面にある「電源スイッチ」
　を入れる。

電源を入れる
機械背面

前面パネル

電源ON/OFFボタン

★ タオル切れ、水切れの表示が出た時は一旦電源を切ってから補充して下さい。

★ 電源の入った状態では上部パネルや前面パネルを開けないで下さい。

★ 本体内の水を排出する場合は十分に冷ましてから排出して下さい。

★ 長時間ご使用にならない場合は電源を切って下さい。


